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machikado sanpomichi

２

九
月
二
十
八
日

今
山
農
村
舞
台
に
お
い

て
、
今
山
農
村
舞
台
復
活
公
演
と
題
し
勝
浦

座
に
よ
る
人
形
芝
居
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

今
宮
神
社
の
境
内
に
あ
る
今
山
農
村
舞
台

は
、
平
舞
台
か
ら
人
形
浄
瑠
璃
上
演
用
の
舟

底
舞
台
と
な
る
転
換
構
造
で
あ
る
こ
と
が
、

徳
島
市
出
身
で
農
村
舞
台
の
研
究
を
さ
れ
て

い
る
川
上
光
洋
さ
ん
の
調
査
に
よ
り
わ
か
り

ま
し
た
。
現
在
こ
の
構
造
を
残
し
て
い
る
の

は
、
他
に
は
群
馬
県
に
し
か
な
く
、
大
変
貴

重
な
も
の
で
す
。
こ
の
報
告
を
受
け
地
元
で
は
保
存
会
が
結
成
さ
れ
、

簡
単
な
修
理
を
行
い
、
今
山
農
村
舞
台
復
活
公
演
が
開
催
さ
れ
る
は

こ
び
と
な
り
ま
し
た
。

上
演
さ
れ
た
の
は
「
式
三
番
叟
」「
絵
本
太
功
記
」
の
二
題
目
で
、

勝
浦
座
の
巧
み
な
人
形
遣
い

や
太
夫
の
熱
の
こ
も
っ
た
語

り
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
説
明
を
し
な
が
ら

平
舞
台
に
転
換
し
、
小
学
生

や
主
婦
の
皆
さ
ん
が
お
手
玉

演
舞
や
阿
波
踊
り
を
披
露
し

ま
し
た
。

勝浦町ＰＴＡ連絡協議会・勝浦町子ども会連合会

の主催により、第２回勝浦町ウォークラリー大会が

９月28日 に開催されました。町内小中学生とその保

護者が参加、参加人数は18チーム80人となりました。

参加者はふれあいの

里さかもとを中心とした

コースを、チームで協力

しながら、釣りをしたり、

問題を解いたりしながら

元気に歩いていました。

開催にあたり、ご協

力いただいた関係者の

方々に厚くお礼申し上

げます。

入賞チームは右のと

おりです。

舟底舞台から平舞台へ転換しているようす

○廣 瀬 春 ○濱 松 俊 介 ○原 隆 二
○坂 口 慶 次 ○栗 坂 竜 平

優 勝 チーム名「ＦＣゴリラ」

○池 田 拓 矢 ○大 本 晃 司
○新 居 昌 司 ○池 田 圭 吾

２ 位 チーム名「カッパ」

○戸 田 有 亮 ○戸 田 真 資
○戸田千恵美 ○大 西 直 美

３ 位 チーム名「タイガース」

○古 田 航 ○新 開 祐 作 ○古 田 翼
○中 西 崇 文 ○戸 田 翔 太

４ 位 チーム名「ヘッポコ」

○竹 村 哲 朗 ○竹 村 研 一 ○樋 本 真 也
○竹村由美子 ○樋本由美子

５ 位 チーム名「13かいだん」

今
山
農
村
舞
台

復
活
公
演

（土）

（土）



まちかど散歩みち

３

地区対抗
ソフトボール大会
地区対抗ソフトボール大会が、9月17日か

ら勝浦中学校グラウンドで、12チームの参加

で行われました。

好試合が続く中、決勝戦は坂本対中角の対

戦となりました。試合は先制した坂本が中角

の追撃をかわして勝利しました。

おめでとうございます。

結果は次のとおりです。

貯
蔵
み
か
ん
の
経
営
安
定
推
進
大
会
が
十
月
十

六
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
百
七
十

人
の
生
産
者
が
参
加

の
な
か
「
十
万
温
州

の
園
地
別
交
互
結
実

栽
培
」
に
つ
い
て
の

技
術
紹
介
や
、
湯
浅

忠
男
氏
（
掛
谷
）、

上
田
善
一
氏
（
中
山
）、

稼
勢
栄
一
氏
（
横
瀬
）

の
三
氏
に
よ
る
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
最

後
に
生
産
者

を
代
表
し
、

前
田
和
代
氏

（
沼
江
）
が

「
十
万
温
州

交
互
結
実
栽

培
十
四
年
度

目
標
十
ha
実

施
」
を
目
指

し
、
頑
張
ろ

う
三
唱
を
力

強
く
行
い
ま

し
た
。

十
万
温
州
で

経
営
安
定
を
目
指
そ
う
!!

中

角

専
門
学

校

山

西

掛

横
瀬
・
与
川
内

棚

野

Ａ

棚

野

Ｂ

今
山
・
黒
岩

星

谷

久

国

生

名

坂

本

優 勝 山 西 掛

地区対抗ソフトテニス大会が９月23日か

ら27日までの間、勝浦町テニスコートおよ

び、勝浦中学校体育館において11チームの

参加により開催されました。

１回戦から好ゲームの続く中、決勝は山

西掛対坂本の対戦となり、山西掛チームが

優勝に輝きました。

おめでとうございます。

結果は次のとおりです。

第16回
地区対抗ソフトテニス大会

山

西

掛

生

名

今

山

坂

本

横

瀬

星

谷

Ａ

た

な

の

与

川

内

中

角

沼
江
・
石
原

星

谷

Ｂ

久

国

優 勝 坂 本

発
表
す
る

湯
浅
忠
男
氏
（
掛
谷
）
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小学生バレーボール

21回目を迎えた今年の大会は全国大会出場の生

比奈クラブをはじめ四国大会出場の新野レモンズ

（阿南市）、川上若あゆクラブ、海南バンビーズ（海

南町）また、夏の選手権を制した北斗七星（藍住

町）などの強豪チームを含め51チームが参加し、

小学生とは思えぬ好試合の連続でした。

試合結果は次のとおりです。

Ｂゾーン １回戦 生比奈 ２－０ 富岡ＪＶＣ

２回戦 生比奈 ２－０ 北島北ＪＶＣ

準決勝 生比奈 ２－１ 石井ラビット

決 勝 生比奈 １－２ 北斗七星

Ｄゾーン １回戦 生比奈 ２－１ 新野東ストロベリーズ

準決勝 生比奈 ０－２ 羽ノ浦スターズ

優秀選手 中 村 真 弓（生比奈）

年間を通じて、星谷運動公園の周辺に

星谷フラワークラブ（代表 高瀬敏子さ

ん）の皆さまが四季折々の花を定植し、

花を咲かせてくれています。

花を見れば人間誰でも心温かくなり、

豊かな気分になります。通行する人々の

目の保養となっています。いつもありが

とうございます。

今後とも環境美化にご協力くださいま

すようお願いいたします。

10月
20日

第 21 回

勝浦大会

岸
岡
利
男
氏
よ
り

｢

同
和
教
育
用
語
集｣

五
百

六
十
冊
を
勝
浦
町
に
贈
呈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
は
、
地
元
生
比
奈
中
学
校
で
長
年
在
職
し
、

そ
の
後
西
山
小
学
校
長
、
上
八
万
小
学
校
長
を
経

て
、
徳
島
大
学
教
育
学
部
の
講
師
を
最
後
に
退
職

さ
れ
、
現
在
は
徳
島
市
で
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。

在
職
中
は
、
県
教
育
委
員
会
指
導
主
事
を
は
じ
め
、

県
同
和
教
育
研
究
協
議
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
、

退
職
後
も
同
和
教
育
に
力
強
く
取
り
組
ま
れ
て
お

り
ま
す
。

岸
岡
先
生
の
偉
大
な
ご
功
績
が
伺
え
る
本
で
す
。

必
要
な
方
は
、
勝
浦
会
館
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

勝
浦
会
館
で
の
交
流
講
座
、
習
字
教
室
の
講
師
、

前
川
伴
夫
氏
よ
り
掛
軸
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
作
品
は
、
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会

で
見
事
一
位
に
輝
い
た
作
品
で
す
。
勝
浦
会
館
に

お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

先
生
は
、
直
心
会
に
所
属
し
、
書
道
研
究
に
励

ま
れ
、
す
ば
ら
し
い
作
品
を
数
多
く
出
展
さ
れ
て

い
ま
す
。

な
お
、
表
装
は
、
掘
毅
男
氏
よ
り
ご
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
寄
贈



まちかど散歩みち
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秋の全国交通安全運動が９月21日から30日までの10日間実施
されました。
本町では運動期間中の26日に勝浦町交通安全推進協議会を開

催し、委員さんの協力のもと街頭啓発活動を行いました。シー
トベルト、チャイルドシートの着用の徹底などをドライバーに
呼びかけ、記念品を配りました。
記念品については、オレンジ荘の高齢者の方々が手作りで作っ

ていただいた人形などを配りました。
今後も本町から交通事故、死亡事故をおこさないために町民

すべての方が交通安全に気をつけましょう。

秋の交通安全運動

こ
れ
は
、
現
在
社
会
的
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
痴
呆
や
寝
た
き
り
な
ど
要
介
護
状

態
を
予
防
し
、
生
涯
現
役
で
若
さ
に
あ
ふ

れ
行
動
的
な
エ
ン
ジ
ョ
イ
型
の
長
生
き
を

進
め
る
た
め
、
一
層
健
康
に
対
す
る
意
識

を
高
め
て
も
ら
お
う
と
町
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
愛
育
班
等
各
種
団
体
と
連
携
の
も

と
年
一
回
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

主
催
者
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
保
健
や
福

祉
の
各
分
野
に
貢
献
、
尽
力
の
あ
っ
た
方
々

に
表
彰
状
並
び
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。つ

づ
い
て
、
来
賓
の
岡
本
富
治
県
議
会

議
員
、
宮
本
久
治
町
議
会
議
長
か
ら
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
、
ま
た
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

森
脇
光
子
さ
ん
か
ら
受
賞
の
喜
び
と
感
謝

の
謝
辞
が
あ
り
、
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
長
生
き
す
る
た
め
の
食
事
学

入
門
」
と
題
し
て
食
文
化
研
究
所
長

永

山
久
夫
さ
ん
か

ら
特
別
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
、

現
在
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
、

健
康
寿
命
で
、

男
七
十
二
歳
、

女
七
十
七
歳
と

な
っ
て
い
る
。

平
均
寿
命
と
の

差
六
か
ら
八
歳

を
短
縮
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

三
大
生
活
習
慣
病

①
が

ん

②
心
臓
病

③
脳
卒
中

を
減
ら
す
た
め
に
は
食
生
活
が
大
い
に
関

係
し
て
い
る
。

①
入
れ
た
て
の
濃
い
お
茶
を
飲
む

（
カ
テ
キ
ン
が
酸
化
を
防
ぐ
）

②
繊
維
質
の
多
く
含
ま
れ
て
い
る
食

品
を
と
る
（
体
か
ら
不
要
な
も
の

を
排
除
す
る
）

③
魚
を
食
べ
る

④
に
ん
じ
ん
を
食
べ
る
（
カ
ロ
チ
ン

を
多
く
含
み
酸
化
を
防
ぐ
）
な
ど

で
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
す
ぐ
で
き
る
こ
と
な

の
で
早
速
実
行
し
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

表
彰
状
並
び
に
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

勝
浦
町
長
表
彰

中
山
愛
育
班
（
保
健
予
防
）

中
角
愛
育
班
（
保
健
予
防
）

勝
浦
町
社
会
福
祉

協
議
会
々
長
表
彰

中
尾

瑛
（
障
害
者
福
祉
）

安
東
静
子
（
障
害
者
福
祉
）

清
水
藤
子
（
障
害
者
福
祉
）

柳
川
政
子
（
単
独
老
人
福
祉
）

内
谷
ミ
ナ
ヱ
（
単
独
老
人
福
祉
）

吉
守
ク
ニ
コ
（
遺
族
会
福
祉
）

松
浦
ヒ
サ
ヱ
（
遺
族
会
福
祉
）

吉
岡
澄
子
（
更
生
保
護
婦
人
会
）

森
脇
光
子
（
更
生
保
護
婦
人
会
）

長
田
春
枝
（
老
人
福
祉
）

仲
野
豊
野
（
老
人
福
祉
）

松
田
孝
義
（
老
人
福
祉
）

眞
木
喜
代
子
（
老
人
福
祉
）

西
尾
勝
子
（
老
人
福
祉
）

勝
浦
町
社
会
福
祉

協
議
会
々
長
感
謝
状

瀬
戸
正
彦
（
善
意
銀
行
）

仙
才

清
（
善
意
銀
行
）

宮
田
吉
宣
（
善
意
銀
行
）

青
木

爵
（
善
意
銀
行
）

宮
本

勲
（
善
意
銀
行
）

田
上
成
信
（
善
意
銀
行
）

若
木
見
一
（
歳
末
募
金
）

山
西
喜
一
郎
（
歳
末
募
金
）

速
水
克
彦
（
歳
末
募
金
）

中
根
百
恵
（
歳
末
募
金
）

東

フ
ジ
子
（
歳
末
募
金
）

大
井
冨
士
美
（
歳
末
募
金
）

㈲
勝
水
工
業
（
歳
末
募
金
）

勝
浦
町
身
体
障
害
者
会

（
歳
末
募
金
）

森
脇
組
（
歳
末
募
金
）

溝
内
英
男
（
歳
末
募
金
）

表
彰
状
お
よ
び
感
謝
状
贈
呈
者

12

ポイントは

10月19日 、農村環境改
善センターにおいて、第12
回健康・福祉まつりが町民
約350人の参加のもと、盛
大に開催されました。

手話サークルによる翼をください

社会福祉協議会々長表彰を
受けられる 吉守クニコさん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
踊
り

3
① 心臓病 ② 脳梗塞
③ 高血圧 ④ 心臓病
⑤ 胃がん ⑥ 栄養
⑦ 運動 ⑧ 休養
⑨ たばこ ⑩ 整腸
⑪コレステロール
⑫高血圧

健康クイズの回答

更
生
保
護
婦
人
会
の
テ
ー
マ
曲
踊
り

(株)
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Part 15
合
併
協
議
十
月
の
動
き

一
市
四
町
合
併
協
議
会
第
三
回
会
議

日

時

十
月
九
日

午
後
二
時
か
ら

場

所

羽
ノ
浦
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

勝
浦
川･

那
賀
川
流
域
間
一
市
四
町
合

併
協
議
会
の
第
三
回
会
議
で
は
、
三
件
の

報
告
事
項
と
一
件
の
協
議
事
項
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
折
り
込
み
の
協
議
会
だ
よ
り

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
四
回
会
議
は

十
一
月
十
三
日

午
後
二
時
か
ら

小
松
島
市
ミ
リ
カ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
す
。
傍
聴
は
自
由
で
す
。

広
報
「
か
つ
う
ら
」
十
月
号
に
引
き
続
き
、

市
町
村
合
併
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
合
併
を
進

め
る
理
由
を
よ
り
深
く
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め

に
、
原
点
に
返
り
再
度
お
示
し
し
て
い
き
ま
す
。

市
町
村
合
併
の
主
な
必
要
性
は
、

行
政
の
広
域
的
な
対
応
の
必
要
性

地
方
分
権
推
進
の
必
要
性

少
子
・
高
齢
化
に
対
応
す
る
必
要
性

国
・
地
方
の
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
か

ら
の
必
要
性

以
上
、

お
よ
び

に
つ
い
て
は
前
回
記
載

し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、

お
よ
び

に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

少
子
・
高
齢
化
に
対
応
す
る
必
要
性

勝
浦
町
で
は
、
昭
和
三
十
年
の
合
併
時
に

約
一
万
人
あ
っ
た
人
口
が
、
平
成
十
二
年
度

の
国
勢
調
査
で
は
六
千
七
百

三
十
六
人
と
半
世
紀
の
間
に

三
割
以
上
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
若
い
人
の
町
外
流

出
と
少
子
化
が
主
な
要
因
と

い
え
ま
す
。
一
方
、
医
療
技

術
の
進
歩
な
ど
か
ら
六
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者
が
増
え
て

お
り
、
高
齢
化
率
は
平
成
二

年
度
の
十
九
％
か
ら
平
成
十

二
年
度
に
は
二
十
八
％
に
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
現
象
は
、
図
で

示
す
よ
う
に
今
後
ま
す
ま
す
進
む
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

人
口
は
町
の
活
力
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ

り
、
一
層
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

国
・
地
方
の
極
め
て
厳
し
い

財
政
状
況
か
ら
の
必
要
性

勝
浦
町
の
財
政
構
造
は
、
町
税
な
ど
の
自

主
財
源
（
町
が
独
自
で
集
め
る
こ
と
が
で
き

る
お
金
）
が
約
二
割
で
、
国
か
ら
配
分
さ
れ

る
地
方
交
付
税
や
財
政
の
不
足
分
を
補
う
地

方
債
な
ど
の
依
存
財
源
が
残
る
八
割
を
占
め

て
い
ま
す
。
現
在
の
経
済
状
況
か
ら
税
収
や

地
方
交
付
税
は
、
今
後
、
ま
す
ま
す
減
少
し

て
い
く
と
予
想
さ
れ
、
勝
浦
町
が
独
自
で
行

政
を
行
な
う
に
は
、
今
ま
で
以
上
に
厳
し
い

財
政
運
営
が
迫
ら
れ
ま
す
。

な
ぜ
、
市
町
村
合
併
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
？
Ｐａｒｔ２

平成２ ７ 12 17 22 27 32 37 42

■勝浦町の人口推移・予測
15歳未満 15歳以上65歳未満 65歳以上

（年度）

国勢調査の実績 過去の実績を基にした予測数値
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（人）

7，000

6，000

5，000

4，000

3，000

2，000

1，000

0

19
％

63
％

18
％

25
％

61
％

14
％

28
％

60
％

12
％

31
％

59
％

10
％

32
％

57
％

11
％

34
％

54
％

12
％

36
％

51
％

13
％

35
％

51
％

14
％

34
％

53
％

13
％

72 70
67

64
61

58
54

51
47

連絡先 勝浦町理事 数 藤

総務課 野 上 まで

２－2511 FAX２－3028
e-mail soumu@town.katsuura.tokushima.j p

ご要望により、

合併出張講座に

出向きます

住
民
説
明
会
「
合
併
ま
ち
か
ど
談
議
」
に
参
加
を
!

み
ん
な
で
考
え
よ
う
!

一
市
四
町
合
併
協
議
会
で
は
、
九
月
か
ら
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
委
員
会
を
設

置
し
、
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。

勝
浦
町
で
は
、
こ
の
ま
ち
づ
く
り
の
協
議
に
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映

す
る
た
め
、
各
地
区
の
区
長
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
住
民
説
明
会
「
合
併
ま
ち
か
ど

談
議
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
（
既
に
一
部
の
地
区
で
開
催
済
）。
十
一
月
中
に
残

る
全
て
の
地
区
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

地
区
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「市町村合併」を
考える

（水） （水）

（１）（２）（３）（４）

（１）

（２）

（３）

（４）
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十
一
月
の
テ
ー
マ

勝
浦
町
で
は
、
近
年
、
一
層
の
人
口

減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
町
に

活
力
を
生
み
出
す
若
者
の
町
外
へ
の
続

出
が
著
し
く
、
若
者
定
住
は
、
地
域
の

将
来
を
左
右
す
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

「
合
併
御
意
見
番
」
の
十
一
月
の
テ
ー

マ
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
分
野
で
若
者

定
住
に
つ
い
て
と
い
っ
た
施
策
を
進
め

れ
ば
よ
い
か
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
市
町
村
合
併
に
関
す
る
質
問

や
ご
意
見
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

①
生
活
し
て
い
く
上
で
の
環
境
整
備

②
少
子
化
に
対
す
る
対
策

③
就
業
の
機
会
提
供

④
教
育
の
推
進
の
あ
り
方

⑤
そ
の
他

ご
意
見
は
折
り
込
み
の
御
意
見
番
の

用
紙
と
封
筒
（
切
手
不
要
）
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
広
報
か
つ
う
ら
10
月
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

「単独で進むか・合併するか」勝浦町の将来比較

勝浦町が、将来、単独のままの自治体として行政運営を続ける場合と１市４町で合併した場合に、それぞれ

の分野でどうなるか比較してみました。現時点でのさまざまな情報を考慮した上で将来の状況を予測した比較

表です。皆さんはどう考えますか？

■勝浦町が「単独」で進むか「合併」するかの比較表

区 分 単 独 合 併

議
会

町議会議員の
定 数

現行は14人
新市は30人（現在の合計は82人）本町選出議員は、人口
比較は、３名程度。

総

務

組織・職員

地方分権に伴う権限移譲が進み、現行定
数では対応が困難になる。また、小規模
町村の権限縮小の動きによっては、窓口
機能に集約される可能性もある。

住民サービスの低下を防ぐため、旧町役場を支所として
戸籍などの窓口業務を行うほか、一定の権限を付与され
た出先機関として、本庁との機能分担が図られるよう提
言する。また、住民の意見を反映させるため「地域審議
会」を設置するよう働きかける。

財 政

人口の減少に伴う税収減や交付税の削減
により、厳しい財政状況に陥る。歳入不
足を補う起債の償還は、16年度がピーク

（25.7%）。17年度には経常収支比率が100
%を超えると予測。

新市建設計画の策定と並行して、財政計画を策定。交付
税は、合併後10年間は、合併直前年度の全額が保証され、
その後５年間で本来の算定額になる。先進事例では、15
年後は現行水準の７割程度と予測。

消 防
常備消防・救急がない。消防団、救急患
者輸送車で対応（車内で救命措置できず）。

消防・救急の常備化で、救急患者の応急措置が可能とな
り、住民の安心、安全が確保される。また、本町内に分
署の設置を働きかける。あわせて消防団は存続させる。

財産・使用料
財産処分、使用料の決定が町独自にでき
る。

旧町の財産は、新市に引き継ぐ。旧の他市町にある公共
施設が利用可能。料金の統一が必要。

公 共
交 通 機 関

民間（徳島バス）のバス路線。路線維持
のため補助金を交付。会社では、利用者
が減少すれば順次廃止も検討。

市営バスの路線延長が可能。新市の公共施設（市役所、
病院、図書館等）を巡回するバスの運行も検討したい。

税

務

町 税 住民税（個人）の均等割2,000円。 住民税（個人）の均等割2,500円。５年間の不均一課税が可能。

国民健康保険
国保会計は健全。各種住民サービスを実
施。

国保会計は統合。料金、サービスの一本化。保健予防活
動（愛育班）の制度は存続させたい。

住
民
・
福
祉
・
病
院

ご み 単独処理場。将来は広域処理を計画。 当面は現行の枠内での処理。広域処理場建設が必要。

水 道 簡易水道方式。組合運営。 当面は、簡易水道方式。新市運営に移行を検討。

介 護 保 険 町独自に保険料を設定。事務は広域処理。 新市全域で保険料の一本化。新市になると高齢化率が低下。

病 院 経 営
町立病院として存続するためには、病床
区分問題、一部民間委託による経営合理
化などの検討が必要。

市立病院として存続させる。他の診療所等との連携、職
員交流が可能となり、医療スタッフの充実が図られる。

産
業
建
設

産 業 振 興
町が独自に補助制度の創設、事業の実施
を行っている。

地域の特性を活かすため、これまで実施してきた制度の
維持に努め、農業のまちづくりを推進する。

公 共 事 業
過疎計画に基づくまちづくり。財政状況
の悪化に伴い、大規模事業（星谷橋改築
など）の実施が困難。

新市建設計画に基づき事業を実施。合併特例債を利用した
まちづくりを行うことができるので、大規模事業（例
星谷橋の改築、教育施設の整備等）の実施が可能となる。

教

育
学 校 教 育

町独自の教育指導が可能。児童数の減少
に伴う小学校の再編は将来課題。

総合学習のねらいとする、学校間の子どもの交流が拡が
り、多様な体験が可能となる。また、地域の人々と子ど
もの交流も拡がる。
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日

時

十
一
月
二
十
三
日

午
後
一
時
か
ら
四
時

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内

容

○

公
開
講
座
・
記
念
講
演

公
開
講
座

「
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
」

本
校
作
業
療
法
学
科
教
官

槇
尾
和
之
先
生

「
膝
の
痛
み
と
理
学
療
法
に
つ
い
て
」

本
校
理
学
療
法
学
科
教
官

廣
田
茂
美
先
生

記
念
講
演

「
心
の
健
康
を
生
活
の
中
に
～
気
持
ち

を
若
く
生
き
る
知
恵
」

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

山
本
安
信
先
生

○

ラ
イ
ブ
・
ダ
ン
ス
・
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

日

時

十
一
月
二
十
四
日

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時

場

所

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

内

容

○

展
示
紹
介
・
体
験
学
習

理
学
療
法
部
門

作
業
療
法
部
門

○

模
擬
店

○

バ
ザ
ー
・
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
多
数
有

※
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物
が
皆
さ
ま
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
学
園
祭
実
行
委
員
会
）

日

時

十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）

午
前
八
時
三
十
分
集
合

午
前
九
時
開
会
式

（
雨
天
の
場
合
四
日

に
延
期
し
ま
す
）

場

所

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

○

敷
物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

○

町
役
場
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

○

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
マ
ー
の
南

修
治
さ
ん
を
お
招
き
し
て
「
人
権
コ
ン
サ
ー

ト
＆
ト
ー
ク
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

南
さ
ん
は
、
ギ
タ
ー
一
本
で
の
弾
き
語

り
と
ト
ー
ク
を
交
互
に
繰
り
広
げ
る
コ
ン

サ
ー
ト
を
全
国
各
地
で
展
開
さ
れ
て
お
り
、

心
に
響
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
た
く
さ
ん
の
人

に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
入
場
料
は
無
料

で
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日

時

十
一
月
十
四
日

午
後
七
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

主

催

勝
浦
町

勝
浦
町
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

総 務 課 ２－２５１１
soumu@town.katsuura.tokush ima.jp
議会事務局 ２－２５１３
gika i@town.katsuura.tokush ima.jp
住 民 課 ２－１５０１
jyumin@town.katsuura.tokushima.jp
福 祉 課 ２－１５０２
fukusi@town.katsuura.tokush ima.jp

税 務 課 ２－１５０３
zeimu@town.katsuura.tokush ima.jp
産業振興課 ２－１５０５
sangyo@town.katsuura.tokush ima.jp
建 設 課 ２－１５０６
kensetu@town.katsuura.tokush ima.jp
教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）
kyou iku@town.katsuu ra.tokushima.jp

情報アラカルト

「
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
＆

ト
ー
ク
」
の
ご
案
内

イベント
催し物

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

第
七
回

紅
舞
祭

前
日
祭

学
園
祭

町
民
体
育
大
会

第41回

（木）

（土）（日）

（月）
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平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
、
勝
浦
町

の
保
育
所
に
入
所
を
希
望
す
る
児
童
の
保

護
者
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
入
所
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

説
明
会
日
時

十
一
月
十
九
日

午
後
七
時
か
ら

説
明
会
場
所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
二
階

和
室

入
所
で
き
る
要
件

家
庭
で
保
育
に
か
け
る
乳
幼
児

入
所
定
員

生
比
奈
保
育
所

九
十
人

横
瀬
保
育
所

九
十
人

※
来
年
度
か
ら
沼
江
保
育
所
の
受
付
を
行
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

乳
児
保
育
に
つ
い
て

整
っ
た
環
境
で
乳
児
保
育
を
し
ま
す
。

障
害
児
保
育
に
つ
い
て

健
常
児
と
一
緒
に
保
育
を
し
ま
す
。
た

だ
し
、
集
団
保
育
が
可
能
な
児
童

開
所
時
間
延
長
保
育

保
護
者
の
勤
務
時
間
の
状
況
に
よ
っ
て
、

午
前
七
時
十
五
分
か
ら
午
後
七
時
ま
で

保
育
し
ま
す
。

●

入
所
の
申
し
込
み
の
手
続
き
●

申
込
用
紙

説
明
会
の
日
に
配
布
し
ま
す
が
、
当
日

出
席
で
き
な
い
方
は
、
各
保
育
所
で
受

け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時

十
二
月
九
日

か
ら
十
日

こ
の
二
日
間
以
外
は
、
原
則
的
に
受
付
を
し

な
い
の
で
都
合
の
悪
い
方
は
、
事
前
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
の
日
も
、
午
前
九
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で

受
付
場
所

生
比
奈
保
育
所
・
横
瀬
保
育
所

入
所
申
込
者
は
児
童
を
同
伴
し
て
ご
家

族
の
方
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
保
育
所
に
入
所
さ
れ
て
い
る
児

童
で
変
更
の
な
い
場
合
は
、
申
し
込

み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
先

生
比
奈
保
育
所

二
―
三
〇
七
七

横
瀬
保
育
所

二
―
二
二
四
六

来
春
（
平
成
十
五
年
）
植
林
す
る
杉
・

桧
等
の
苗
木
の
申
し
込
み
を
次
の
と
お
り

受
付
け
し
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
十
二
月
二
十
七
日

ま
で

に
し
て
く
だ
さ
い
。

植
林
予
定
地
が
台
帳
・
現
況
と
も
山
林

の
場
合
、
ま
た
農
地
で
農
業
委
員
会
発

行
の
農
地
転
用
許
可
証
の
あ
る
場
合
は
、

造
林
補
助
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

森
林
組
合
添
え
付
け
の
造
林
保
育
事
業

委
託
申
請
書
に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。た

だ
し
、
地
目
が
山
林
で
も
現
況
が

農
地
の
場
合
は
、
農
地
転
用
許
可
証
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

苗
木
の
配
付
は
、
平
成
十
五
年
三
月
八

日

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

徳
島
中
央
森
林
組
合
勝
浦
支
所

二
―
一
五
一
二

か
ね
て
よ
り
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利
活
動
）
法
人
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
か
つ
う
ら
が
新
し
く
発
足
し

ま
し
た
。

「
為
せ
ば
成
る
」
を
合
い
言
葉
に
み
な
さ

ま
の
生
活
環
境
の
よ
り
一
層
の
向
上
を
サ

ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
科
目･

時
間
帯･

時
間
数
応
談

○
各
コ
ー
ス
定
員
五
人
程
度

○
受
講
料
無
料

○
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
（
千
円
か
ら
三
千

円
）
必
要
と
な
り
ま
す
。

場

所

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

か
つ
う
ら
本
部
事
務
所

棚
野
字
竹
国
六
番
地
の
一

四
―
二
〇
〇
三

理
事
長

川
端
雅
夫

山
林
用
苗
木
の

申
し
込
み

お知らせ

募 集保
育
所
入
所
説
明
会
お
よ
び

入
所
申
込
受
付
に
つ
い
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
か
つ
う
ら

マウス操作基礎、応用コース
11日～15日 13:30～16:30
タイピング基礎①コース

18日～22日 13:30～16:30
タイピング基礎②コース

25日～29日 13:30～16:30
ジュニアコース

11日より ～ 17:00～21:00
科 目 フ リ ー

内１時間（実質45分程度）
夜間フリーコース
21:00～24:00

11月パソコン教室予定

（火）

（金）

（土）

（火）

（月）

（１）（２）（３）

(注)

（月）（金）
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徳
島
県
で
は
、
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
利
用

に
よ
り
、
左
記
の
表
の
事
務
に
つ

い
て
住
民
票
の
写
し
の
添
付
が
不

要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
県
の
事
務
担

当
課
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

高齢者の免許更新
小松島交通安全協会より

高齢者講習１
満70歳以上の免許更新者は

「高齢者講習」を受けなければなりません
（法101条の４第１項）

○講 習 時 間 ３時間

○講習手数料 6，150円（標準額）

※小型特殊免許のみを受けている場合
２時間・3，000円（標準額）

※満70歳以上……更新時の誕生日に
70歳になる人から

高齢者講習の受講期間２
３ヶ月になります
（法101条の４第１項）

更新申請の前に必ず受講

代替講習３
「高齢者講習」の代替講習が
設けられます
（法108条の２第１項）12号ほか

教習所など民間教育機関での
「公安委員会認定の代替高齢者講習」や、

「特定任意高齢者講習」のほか、
「チャレンジ講習」が新たに設けられます。

※代替講習は更新申請日の前６か月以内に受講。
※「特定任意高齢者講習（簡易）」は、
チャレンジ講習合格後６か月以内に受講。

満70歳以上の免許更新者を対象にした各種講習とその関係
【参考】

受 講 申 請

チャレンジ講習

合格 不合格

特 定 任 意
高齢者講習
（簡易）

特 定 任 意
高齢者講習
（通常）

教習所等での
公安委員会
認定の講習

高 齢 者
講 習 会

免許の更新申請

適 性 検 査

更新した免許の交付
※都道府県によって異なる場合があります

「紅葉マーク」も
満70歳以上から
表示するように
努めなければなりません
（法71条の５第２項）

県
提
出
の
申
請
書
類
に
つ

い
て
、
住
民
票
の
写
し
が

一
部
不
要
と
な
り
ま
す

住民票の写しの添付が不要となる事務 事務担当課 電話番号

建設業の許可に関する事務
建設管理課 088－621－2519

浄化槽工事業の登録に関する事務

宅地建物取引業の免許に関する事務
建築開発指導課 088－621－2604

宅地建物取引主任者資格の登録に関する事務

第２種旅行業、第３種旅行業、旅行業
者代理業の登録に関する事務 観光物産課 088－621－2335

通訳案内業の免許に関する事務
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わ
ん
ぱ
く
教
室

日

時

毎
週
水
曜
日

午
前
十
時
か
ら
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所
（
リ
ズ
ム
室･

園
庭
）

二
―
三
〇
七
七

対
象
者

〇
歳
か
ら
五
歳
の
家
庭
で
保
育

さ
れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者

育
児
相
談
事
業

生
比
奈
保
育
所
で
は
、
子
育
て
の
悩
み

相
談
等
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て

の
こ
と
で
困
る
こ
と
や
気
に
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
一
人
で
悩
み
を
抱
え
ず
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
わ
ん
ぱ
く
教
室
に
お
越
し
に
な

ら
れ
て
、
困
っ
た
こ
と
や
嬉
し
い
こ
と
な

ど
み
ん
な
と
語
り
あ
う
と
気
分
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
す
よ
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

時

間

平
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

二
―
三
〇
七
七

新
し
い
命
を

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
か
ら

守
ろ
う
!!

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
（
シ
ズ
…
乳
幼
児
突
然
死
症

候
群
）
と
は
、
そ
れ
ま
で
元
気
だ
っ
た
赤

ち
ゃ
ん
が
事
故
や
窒
息
で
は
な
く
、
眠
っ

て
い
る
間
に
突
然
死
亡
し
て
し
ま
う
病
気

で
す
。
原
因
は
ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
育
児
環
境
の
な
か
に
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

の
発
生
率
を
高
め
る
因
子
の
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
に

つ
い
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
欧
米
諸

国
で
は
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
生
が
減
っ
て
い
ま

す
。
日
本
で
も
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
平
成
十
二
年
に
お
い
て
、
年
間
三

百
六
十
三
人
の
赤
ち
ゃ
ん
が
、
こ
の
病
気

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

○
あ
お
む
け
寝
で
育
て
よ
う

○
タ
バ
コ
を
や
め
よ
う

○
で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
よ
う

※
三
つ
の
事
が
ら
は
い
ず
れ
も
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
直

接
的
な
原
因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。
お
母
さ
ん
、

お
父
さ
ん
、
お
お
ら
か
な
気
持
ち
で
子
育
て

を
し
ま
し
ょ
う
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

福

祉

課

十
一
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

27日 20日 13日 ６ 日

○

室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○

リ
ー
ス
づ
く
り
を
す
る

○

十
一
月
お
誕
生
会

○

室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○

身
近
な
も
の
を
使
っ
て
製
作
す
る

（
手
づ
く
り
楽
器
等
）

○

室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○

保
健
師
さ
ん
に
よ
る
身
体
測
定
と

相
談

○

わ
ん
ぱ
く
だ
よ
り
配
布
・
室
内
外

で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○

誕
生
児
の
写
真
撮
影

○

簡
単
な
ゲ
ー
ム
遊
び
を
す
る

平
成
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら

十
一
月
三
十
日

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
強
化
月
間

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
を
守
る
た
め
に

畑総水利用の節水について

このたび、水源正木ダムからの導水

トンネルが、国、経済産業省の法定検

査に伴い、次の日程のとおり断水いた

します。

ついては、ろ過池への補給水用施設

を利用して、一応末端施設には通水す

る予定ですが、多数の方が一度に利用

すれば断水する恐れがありますので、

節水と自己対策をお願いします。

ご迷惑をおかけしますが、ご協力を

お願いします。

正木ダムからの
導水管断水について

平成14年

12月３日 から

平成15年

２月21 の予定

調査期間

（水）

（火）

（土）

（水）（水）（水）
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人
権
と
は
、
人
が
人
と
し
て
生
き
る

た
め
の
権
利
だ
と
い
う
。
で
は
、
人
と

し
て
生
き
る
と
は
ど
う
い
う
意
味
な
の

か
、
ぼ
く
は
ぼ
く
な
り
に
考
え
て
み
た
。

ぶ
厚
い
壁
、
険
し
い
道
、
風
雨
に
さ

ら
さ
れ
て
も
息
も
で
き
な
い
く
ら
い
の

マ
ラ
ソ
ン
。
ち
ょ
っ
と
大
げ
さ
か
も
し

れ
な
い
け
ど
、
ぼ
く
の
歩
ん
で
き
た
十

年
間
を
た
と
え
て
み
る
と
、
こ
ん
な
言

葉
が
浮
か
ん
で
き
た
。
そ
し
て
こ
れ
か

ら
も
ず
っ
と
こ
ん
な
道
が
続
く
の
だ
ろ

う
、
と
予
想
も
し
て
い
る
。

ぼ
く
は
、
も
う
す
ぐ
十
三
才
。
耳
が

聞
こ
え
な
く
な
っ
て
か
ら
の
十
一
年
間

で
聞
こ
え
る
人
に
少
し
で
も
近
づ
こ
う
、

と
い
う
気
持
ち
で
は
な
く
、
聴
覚
障
害

者
と
い
う
一
人
の
人
間
と
し
て
誇
り
を

持
っ
て
生
き
れ
ば
い
い
ん
だ
と
い
う
こ

と
を
、
い
ろ
ん
な
人
、
い
ろ
ん
な
本
か

ら
学
ん
で
、
気
が
つ
い
た
。
だ
か
ら
、

聞
こ
え
な
い
か
ら
で
き
な
い
、
と
い
う

の
で
は
な
く
、
聞
こ
え
な
く
て
も
や
っ

て
み
よ
う
、
と
今
ま
で
た
く
さ
ん
の
事

に
挑
戦
し
て
き
た
。
結
果
は
、
成
功
よ

り
も
失
敗
し
た
数
の
方
が
多
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
で
も
、
そ
の
お
か
げ
で
、

聞
こ
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
多
く
の

難
題
に
ぶ
つ
か
る
と
い
う
こ
と
だ
と
い

う
答
え
を
自
分
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
し
、
聞
こ
え
る
未
知
の
世
界
を
想

像
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ぼ
く
は
三
才
の
時
か
ら
保
育
園
で
聞

こ
え
る
仲
間
と
生
活
を
始
め
た
。
こ
と

ば
は
通
じ
な
く
て
も
、
体
で
通
じ
合
え

る
楽
し
さ
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
中
に
は
、

「
お
か
し
な
し
ゃ
べ
り
方
を
す
る
変
な

や
つ
だ
な
。」
と
思
う
子
も
い
て
、
た

た
か
れ
、
け
ら
れ
、
つ
き
と
ば
さ
れ
、

笑
わ
れ
、
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
…
…
と

い
う
こ
と
も
毎
日
の
よ
う
に
あ
っ
た
。

小
学
生
に
な
っ
て
も
、
校
内
、
校
外

で
も
同
じ
よ
う
な
事
件
は
起
こ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
ん
な
体
験
を
し
た
か
ら
こ

そ
、
普
通
の
人
達
の
障
害
者
に
対
す
る

感
情
が
ど
ん
な
も
の
な
の
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
。
も
し
、
会
話
の
で
き
な

い
ぼ
く
が
、
み
ん
な
か
ら

「
相
手
に
す
る
の
は
や
め
よ
う
。
何

を
言
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
し
、

お
か
し
な
子
だ
か
ら
。」

と
、
ま
る
で
置
物
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
た

ら
、
自
分
が
聞
こ
え
な
い
人
間
と
分
か
っ

て
い
て
も
、
こ
の
障
害
の
重
大
さ
に
気
づ

く
こ
と
な
ん
て
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
良
い

時
も
悪
い
時
も
い
ろ
ん
な
意
味
で
対
等

な
関
係
で
い
て
く
れ
た
か
ら
、
ぼ
く
は
、

「
障
害
者
だ
け
ど
同
じ
人
間
だ
よ
。」

と
胸
を
張
っ
て
言
う
事
が
で
き
た
ん
だ

と
思
う
。

小
三
の
時
、
学
級
委
員
に
立
候
補
し

た
ぼ
く
に
、
他
の
二
名
と
同
じ
よ
う
に

演
説
さ
せ
て
く
れ
た
先
生
。
小
六
の
時
、

学
校
中
で
一
番
話
し
方
が
下
手
な
ぼ
く

を
学
校
代
表
と
し
て
少
年
の
主
張
大
会
に

選
ん
で
く
れ
た
先
生
の
勇
気
。
小
さ
い
時

か
ら
猛
ス
ピ
ー
ド
で
自
転
車
を
乗
り
回

し
て
友
達
と
あ
ち
こ
ち
遊
び
に
行
っ
て

も
ぼ
く
に
対
し
て
全
く
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
家
族
。
も
し
、

「
聞
こ
え
な
い
か
ら
無
理
。
止
め
な

さ
い
。」

と
何
も
や
ら
せ
て
く
れ
な
か
っ
た
ら
今

頃
ぼ
く
は
ど
う
な
っ
て
い
た
こ
と
か
。

今
ぼ
く
が
竜
北
中
学
校
へ
通
う
自
信

が
持
て
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
い
ろ
ん

な
挑
戦
を
通
し
て
得
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

こ
の
学
校
な
ら
み
ん
な
と
同
じ
人
間
と

し
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
が

も
て
た
か
ら
だ
。
そ
れ
は
、
入
学
式
や

人
権
集
会
で
手
話
通
訳
を
認
め
て
も
ら

え
た
時
に
思
っ
た
。
結
果
し
か
分
か
ら

な
い
い
つ
も
の
ぼ
く
の
世
界
と
違
い
、

手
話
と
い
う
言
葉
で
す
べ
て
の
流
れ
が

分
か
っ
た
時
、

「
み
ん
な
と
同
じ
よ
う
に
参
加
で
き

た
。」

と
胸
を
は
ず
ま
せ
た
。『
流
れ
が
分
か
る
』

と
い
う
こ
と
が
ぼ
く
に
と
っ
て
は
め
っ

た
に
な
い
事
だ
か
ら
、
こ
ん
な
ス
タ
ー

ト
は
最
高
の
気
分
だ
っ
た
。
そ
し
て
、

新
入
生
歓
迎
会
の
時
の
生
徒
会
の
人
の

手
話
通
訳
に
は
、
お
ど
ろ
き
と
嬉
し
さ

と
感
謝
が
混
ざ
っ
た
複
雑
な
気
持
ち
だ
っ

た
。
竜
北
に
来
て
良
か
っ
た
、
と
思
わ

ず
心
の
中
で
さ
け
ん
だ
。

と
こ
ろ
が
、
新
し
い
壁
に
ぶ
つ
か
っ

て
し
ま
っ
た
。
多
数
決
で
決
め
る
こ
と

も
な
く
先
生
に
止
め
ら
れ
た
応
援
団
へ

の
挑
戦
。
ぼ
く
を
心
配
し
て
く
れ
る
先

生
の
気
持
ち
は
と
て
も
よ
く
分
か
る
。

で
も
、
ぼ
く
の
考
え
方
も
聞
い
て
欲
し

か
っ
た
。
多
数
決
で
の
人
選
で
ぼ
く
は

落
選
す
る
確
率
の
方
が
高
い
。
皆
が
認

め
な
い
、
と
い
う
の
な
ら
あ
き
ら
め
る

し
か
な
い
。
で
も
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ

て
、
ぼ
く
が
や
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
、

い
ろ
ん
な
問
題
が
出
て
く
る
か
も
し
れ

な
い
け
ど
挑
戦
し
た
か
っ
た
。

「
石
黒
な
ん
か
が
や
る
と
団
結
力
が

く
ず
れ
る
。
声
が
お
か
し
い
。
リ
ズ
ム

が
合
わ
な
い
。」

な
ど
と
言
わ
れ
る
こ
と
は
想
像
が
つ
く
。

で
も
、
そ
れ
は
ぼ
く
を
傷
つ
け
る
言
葉

だ
と
は
思
わ
な
い
。
も
し
、
そ
う
言
わ

れ
た
ら
、

「
声
は
出
し
ま
せ
ん
。
太
鼓
な
ら
聞

こ
え
ま
す
。
皆
の
動
き
を
見
て
練
習
し

ま
す
。
ぼ
く
は
耳
は
聞
こ
え
な
い
け
ど

目
は
見
え
ま
す
。」

と
言
い
た
い
。
こ
ん
な
考
え
方
は
わ
が

ま
ま
だ
と
い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な

い
け
れ
ど
、
ぼ
く
は
、
こ
れ
が
人
権
な

の
だ
と
思
う
。
竜
北
中
の
聴
覚
障
害
の

生
徒
の
応
援
団
員
が
お
か
し
な
姿
に
映
っ

て
和
が
乱
れ
る
、
と
い
う
の
な
ら
、
ぼ

く
は
人
の
何
倍
も
努
力
し
て
練
習
を
し

よ
う
。
失
敗
を
恐
れ
た
り
は
し
な
い
。

そ
れ
が
ぼ
く
た
ち
の
生
き
方
だ
と
み
ん

な
に
知
っ
て
ほ
し
い
。
ど
ん
な
こ
と
に

も
参
加
で
き
た
ら
、
障
害
者
は
、
人
と

し
て
生
き
て
い
る
、
と
い
う
喜
び
が
持

て
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
も
。

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

人として生きたい

かたりあうページ
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主

旨

地
球
環
境
の
保
全
は
今
日
的
課
題
で
あ
る
。
書
を
通
し
て
意
識
の

高
揚
を
図
り
、
併
せ
て
文
字
文
化
の
振
興
と
勝
浦
町
の
活
性
化
に

努
め
る
。

主

催

新
春
夢
く
ら
べ
書
道
展
実
行
委
員
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
阿
波
勝
浦
井
戸
端
塾

協

賛

勝
浦
町
・
勝
浦
町
教
育
委
員
会
・
勝
浦
会
館
・
勝
浦
郡
中
学
校
長
会
・

勝
浦
町
小
学
校
長
会
・
勝
浦
町
青
少
年
健
全
育
成
会
・
勝
浦
町
子
供

会
連
合
会
・
ち
ゃ
ら
ん
ぽ
ら
ん
か
い
・
勝
浦
郵
便
局
・
阿
波
銀
行
勝

浦
支
店
・
徳
島
銀
行
勝
浦
支
店
・
Ｊ
Ａ
東
と
く
し
ま
勝
浦
支
所
・
大

宮
八
幡
神
社
・
田
中
文
林
堂

参
加
資
格

町
内
の
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
・
大
学
一
般

作
品
形
式

毛
筆
の
た
て
書
き
、
条
幅
半
切
の
四
分
の
一
（
六
八
㎝
×
一
七･

五
㎝
）
作
品
の
左
に
、

学
生
は
校
名
・
学
年
・
氏
名

一
般
は
地
域
名
・
氏
名
を
書
く

課

題

地
球
環
境
保
全
に
関
す
る
こ
と
ば

例

し
げ
ん
、
か
ん
き
ょ
う
、
公
が
い
、
節
電
、
太
陽
光
、
風
力
利
用
、
地
球

環
境
、
意
識
改
革
、
環
境
新
世
紀
、
京
都
議
定
書
、
森
林
環
境
保
全
隊
な
ど

出
品
数

一
人
一
枚

出
品
料

一
人
百
円

出
品
締
め
切
り

平
成
十
四
年
十
二
月
十
二
日

※
団
体
は
出
品
目
録
を
提
出
す
る
。

作
品
送
り
先
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

新
春
夢
く
ら
べ
書
道
展
事
務
局

〒
七
七
一
―
四
三
〇
六

勝
浦
町
棚
野

殿
川
武
男
宛

FAX
兼
用

二
―
二
三
六
一

表

彰

大
賞

特
別
賞

優
秀
賞

出
品
者
全
員
に
参
加
賞

会
期
及
び
展
示
場
所

平
成
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日

～
平
成
十
五
年
末

…
大
宮
八
幡
神
社

平
成
十
五
年
一
月
六
日

～
一
月
三
十
日

…
阿
波
銀
行
勝
浦
支
店
・
Ｊ
Ａ
東
と
く
し
ま
勝
浦
支
所
・

徳
島
銀
行
勝
浦
支
店
・
勝
浦
郵
便
局 17．5

68

第
七
回

新
春
夢
く
ら
べ
書
道
展
作
品
募
集
要
項

敬
老
日
孫
よ
り
届
く
宅
急
便

芙
蓉
咲
き
好
み
し
祖
母
を
ふ
と
思
ふ

坂
本

美
馬
直
枝

純
白
の
命
は
か
な
き
花
槿

茗
荷
の
子
握
り
し
ま
ま
の
長
話

横
瀬

日
下
智
世
子

爽
や
か
な
朝
口
紅
の
封
を
切
る

秋
う
ら
ら
嬰
児
の
こ
と
ば
一
つ
殖
え

三
溪

中
林
祥
子

鯖
釣
り
に
海
辺
に
並
ぶ
人
の
列

病
院
の
庭
一
ぱ
い
に
コ
ス
モ
ス
が

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

秋
祭
カ
ッ
プ
ル
の
背
中
ぴ
ん
と
し
て

土
手
添
い
に
虫
の
音
高
く
川
原
這
う

生
名

石
田
白
萩

平
凡
に
刻
の
移
い
秋
祭

和
や
か
に
タ
マ
ち
や
ニ
ュ
ー
ス
秋
深
く

生
名

小
西
典
子

灯
す
窓
灯
さ
ぬ
窓
も
秋
夕
焼

秋
惜
し
む
旅
の
便
り
の
二
三
行

生
名

丸
山
香
月

頑
な
さ
柔
ら
開
け
り
毬
衣

多
趣
味
持
つ
夫
に
手
渡
す
膝
毛
布

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

師
が
其
処
に
佇
て
る
思
い
や
秋
彼
岸

秋
茄
子
紫
紺
の
艶
を
賞
で
て
も
ぐ

沼
江

駒
津
光
洋

又
も
と
の
一
人
の
窓
の
十
三
夜

秋
深
し
川
の
小
石
の
一
つ
に
も

坂
本

大
川
富
美

セ
キ
レ
イ
の
尾
を
振
る
流
れ
水
澄
め
り

稲
雀
ど
っ
と
飛
び
立
つ
鳴
子
か
な

坂
本

新
居

晋

ふ
る
里
の
ス
ダ
チ
香
る
や
加
賀
料
理

水
澄
み
て
名
石
多
き
勝
浦
川

坂
本

仙
才
よ
し
こ

峡
の
空
映
し
て
水
の
澄
み
に
け
り

焼
き
さ
ん
ま
輪
切
り
ス
ダ
チ
の
香
り
か
な

坂
本

池
谷
武
久

再
起
し
て
咲
く
コ
ス
モ
ス
の
風
の
色

稲
雀
ひ
ね
も
す
遊
ぶ
棚
田
か
な

坂
本

仙
才

清

コ
ス
モ
ス
や
札
所
の
道
に
そ
よ
ぎ
お
り

小
旅
行
カ
バ
ン
に
す
だ
ち
忍
ば
せ
て

坂
本

山
口
昭
市

老
農
と
知
恵
く
ら
べ
合
う
稲
雀

水
澄
む
や
せ
せ
ら
ぎ
静
か
峡
の
村

坂
本

板
東
征
二

棘
ゆ
え
に
い
さ
さ
か
大
儀
す
だ
ち
採
り

水
澄
み
て
魚
影
瞬
時
に
底
走
る

坂
本

新
居
雄
彦

栗
は
ぜ
て
中
の
一
つ
が
抜
け
落
し

旅
に
出
る
今
朝
新
米
の
艶
握
る

沼
江

中
居
清
二
郎

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。
こ

の
俳
句
欄
は
特
定
の
会
員
制
で
は
な

く
、
町
民
だ
れ
で
も
随
意
に
投
句
で

き
ま
す
。
ま
た
作
品
に
優
劣
順
位
を

つ
け
た
り
、
添
削
等
も
一
切
し
ま
せ

ん
。
多
数
投
句
し
て
く
だ
さ
い
。

（
係
）

次
回
作
品
募
集

十
一
月
五
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

十
二
月
五
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

わ
た
し
の
作
品

（月）

（火）

（木）

（木）

（１）（２）（３）（４）（６）（７）（９）（８） （５）
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ククリリーーンン情情報報

特定家庭用機器４品目
（エアコン･テレビ･電気冷蔵庫･電気洗濯機）

と家庭の粗大ごみの
回収について
このことについて次のとおり実施します

ので、ご協力をお願いいたします。

日 時 平成14年12月１日
午前８時～午前11時まで
〔雨天の場合は、12月８日 に延期〕

場 所 星谷運動公園駐車場
料 金

運搬料金は １個 2，000円

家庭の粗大ごみ手数料

１個 500円～1，000円（別表２参照）

その他 産業廃棄物および事業系廃棄物は、

取り扱いできませんのでご了承く

ださい。

例車両・建設廃材・ガスボンベ・

農機具・バッテリー・毒物など

の危険なもの

お問い合わせ先 役 場 住 民 課 ２―1501

または、勝浦町クリーンセンター
２―4649

今後の予定 次回は、３月２日に、特定家庭用

機器４品目と家庭の粗大ごみの回

収を予定しています。

特定家庭用機器４品目は、事前に
郵便局で必要なリサイクル料金を
支払ってください。（別表１参照）

※別に郵便局で手数料が１個につき70
円必要です。
また、ごく一部の会社の製品がこの
料金と違うものがあります。

エ ア コ ン 3，675円

テ レ ビ 2，835円

電気冷蔵庫 4，830円

電気洗濯機 2，520円

※消費税含む

リサイクル料金（標準）

（別表１）

野外焼却の禁止についてのお願い
廃棄物の減量化を進めるとともに、安全で適正に

廃棄物を処理することが、強く求められています。

廃棄物の処理および清掃に関する法律が改正され、

平成13年４月１日から、一定の例外を除いて、廃棄

物の野焼を禁止し、違反した場合には、罰則の対象

（３年以下の懲役若しくは300万円以下の罰金又はこ

の併科）とすることが規定されています。

この改正は、廃棄物の野外焼却を直接罰の対象と

することによって、悪質な廃棄物の不適正処理を防

止することを目的としています。

市町村の定める基準に従ったごみの分別や排出を

行うなど、廃棄物の適正な処理を行い、豊かで美し

い環境が保全されるよう町民の皆さんのご理解とご

協力をお願いします。

お問い合わせ先 役場住民課 ２－1501

区 分 事 例

国または地方公共団体が、
その施設の管理を行うため
に必要な廃棄物の焼却

○河川管理者による河川管
理を行うための伐採した

草木等の焼却
○海岸管理者による海岸の
管理を行うための漂着物
等の焼却

震災、風水害、火災、凍霜

害その他の災害の予防、応
急対策または復旧のために
必要な廃棄物の焼却

○凍霜害防止のための稲わ
らの焼却

○災害時における木くず等
の焼却

○道路管理のために剪定し
た枝条の焼却

風俗慣習上または宗教上の
行事を行うために必要な廃
棄物の焼却

○どんど焼き等の地域の行
事における不要となった
門松、しめ繩等の焼却

農林漁業を営むためにやむ
を得ないものとして行われ
る廃棄物の焼却

○農業者が行う稲わらの焼
却

○林業者が行う伐採した枝
条の焼却

○漁業者が行う魚網に付

着した海産物の焼却

たき火等、日常生活を営む
上で通常行われる廃棄物で
軽微なもの

○たき火、キャンプファイ
ヤーを行う際の木くずの
焼却

焼却禁止の例外となる野外焼却の事例について

廃棄物の野外焼却
禁止について

（日）

（日）
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品 目 手数料の額

家

具

及

び

寝

具

机又はテ－ブル
（ひきだし等収納
部分無いもの）

卓の最長の辺の長さ
又は最大径が1.5ｍ未
満のもの

（運搬処分）

１個 500円

テレビ台
電 話 台

ワ ゴ ン 台の最長の辺の長さ
が１ｍ未満のもの

じゅうたん又は電
気カーペット

８畳未満に相当する
大きさのもの

ふとん、毛布又はマットレス
衣 装 箱
ブラインド
いす（ソファー以
外のもの）

２人以上で使用する
構造のもの

（運搬処分）

１個 700円

鏡 台

げた箱、たんす、
食器棚、本棚、
その他の棚付き家具

幅及び高さの合計が
1.5ｍ以上２ｍ未満
のもの

机又はテ－ブル
（ひきだし等収納
部分有るもの）

卓の最長の辺の長さ
又は最大径が1.5ｍ未
満のもの

机又はテ－ブル
（その他のもの）

卓の最長の辺の長さ
又は最大径が1.5ｍ以
上のもの

ベッド（マットレ
スを除く。）

ベビーベッド
１人で使用する構造
のもの

ベッドのマットレス スプリングのないもの

ワ ゴ ン 台の最長の辺の長さ
が１ｍ以上のもの

じゅうたん又は電
気カーペット

８畳以上に相当する
大きさのもの

アコーディオンカーテン
物置（幅及び高さの合計が２ｍ未満のもの）
サーフボード

室内用のサイクリング機
室内用のすべり台又はぶらんこ
ぶら下がり式の健康器具
自転車（幼児用三輪車を除く）
畳
その他のもので幅及び高さの合計が１ｍ以上２
ｍ未満のもの

ギ タ ー

（運搬処分）

１個 500円

水 槽
ペット用のかご又は小屋

ゴルフクラブ（複数ある場合は、ひも等で束ねた
ものの最大の外周が１ｍ以下のもの）又はゴルフ
バッグ（これに収納されたゴルフクラブを含む）

スキー板（ストック含む）
スノーボード
アンテナ
脚立又ははしご
車 い す
米 び つ
スーツケース
幼児用三輪車
荷物運搬用の一輪車

ベビーカー
物 干 台
物干しざお

その他・棒状のもの又は板状のもの（複数ある
場合は、ひも等で束ねたものの最大の外周が１
ｍ以下のもの）

その他のもので幅及び高さの合計が１ｍ未満のもの

その他の大型ごみで次のものは取り扱いをしない。
バッテリー、タイヤ、プロパンガスボンベ、自動車、オートバ
イ、建設廃材、油缶（内容物を含む）、農機具、消火器ボンベ、
太陽熱温水器、農薬や薬品、その他有毒性・危険性・感染性・
悪臭があるもの

品 目 手数料の額

電
気
器
具
・
ガ
ス
器
具
・
石
油
器
具

ウィンドーファン

（運搬処分）

１個1，000円

カラオケの演奏装置
マッサ－ジ器を内蔵したいす

マッサ－ジ器
電子レンジ
パーソナルコンピュータ（デスクトップ型）
（入力用のキーボード含む）
パーソナルコンピュータ用のディスプレイ
プリンター

ワードプロセッサー（デスクトップ型）
（入力用のキーボード含む）
ワードプロセッサー用のディスプレイ

家

具

及

び

寝

具

いす(ソファ－） ２人以上で使用する構
造のもの

げた箱、たんす、
食器棚、本棚、
その他の棚付き家具

幅及び高さの合計が２
ｍ以上のもの

机又はテ－ブル
（ひきだし等収納
部分有るもの）

卓の最長の辺の長さ又
は最大径が1.5ｍ以上
のもの

ベッド（マットレ
スを除く。）

２人で使用する構造の
もの

ベッドのマットレス スプリングのあるもの
オルガン（電子オルガン含む）
室内用のランニング機
物置（幅及び高さの合計が２ｍ以上のもの）

浴 槽
洗 面 台
その他のもので幅及び高さの合計が２ｍ以上のもの

電

気

器

具･

ガ

ス

器

具

･

石

油

器
具

編 み 機

（運搬処分）

１個 700円

衣類乾燥機
食器洗機（乾燥機能を有するものを含む）
ミシン（卓上式以外のもの）
ファクシミリ

ビデオテープレコーダー
ふとん乾燥機

（運搬処分）

１個 500円

ミシン（卓上式のもの）
加 湿 器
換 気 扇
空気清浄機
除 湿 器
扇 風 機

アンプ
カセットレコーダー又はミニディスクレコーダー
コンパクトディスクプレーヤー
レコードプレーヤー
スピーカー
チューナー
液晶式のテレビジョン受信機
パーソナルコンピュータ（デスクトップ型以
外のもの）
ワードプロセッサー（デスクトップ型以外のもの）
ガスコンロ又はガステーブル
ストーブ
ファンヒーター
瞬間湯沸器
こたつ（こたつ板含む）
照明器具

食器乾燥機
炊 飯 器
ズボンプレッサー
電気掃除機
ホットプレート

家
具
及
び
寝
具

いす (ソファー) １人で使用する構造のもの

げた箱、たんす、
食器棚、本棚、
その他の棚付き家具

幅及び高さの合計が
1.5ｍ未満のもの

（別表２）
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11月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

11
月
２
日

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
２
火
曜
日

（12日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
３
火
曜
日

（19日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東林庵前（いちょうの木付近）

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

第

４

火

曜

日

（26日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久 保 の 内 フ ェ ン ス 横

長 福 寺 前 フ ェ ン ス 横

旧ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

11月
収集日 地 区 設 置 場 所

11
月
５
日

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前

（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
２
月
曜
日

（11日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
３
月
曜
日

（18日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

４

月

曜

日
（25日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ククリリーーンン情情報報

指 定 場 所 勝浦町大字中角・勝浦町農村婦人の家
敷地内リサイクル保管庫
回収日の５日前から指定場所に置けます。
それまでは、ご家庭で保管ください。

古紙の分別方法 段ボール
新 聞 紙

チラシが入っているのは大丈夫です。それ以
外は入れないでください。

古 本
同じ種類の本に分けてください。厚い表紙は、
破って段ボールの方へ入れてください。

※段ボール、新聞紙、古本はそれぞれひもで縛ってください。

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ「勝浦を考える会」

今月の回収日 11月２日 午前９時まで

【
お
願
い
】
子
犬
、
子
猫
の
産
ま
れ
る
シ
ー

ズ
ン
で
す
。
飼
い
切
れ
な
く
な
っ
た
子
犬
、

子
猫
に
つ
い
て
は
役
場
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 不

用
犬
の
引
き
取
り
日

●

十
一
月
十
三
日

●

十
一
月
二
十
七
日

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表

（火）（土）

（水）

（土）

（水）
（１）
（２）

（３）
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駐
在
所
だ
よ
り

昨
年
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、
約
二
百
七
十
三

万
六
千
件
と
戦
後
最
多
を
記
録
し
て
お
り
、
犯
罪

情
勢
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

内
容
的
に
も
路
上
強
盗
、
ひ
っ
た
く
り
な
ど
の

街
頭
に
お
け
る
犯
罪
が
増
加
し
た
ほ
か
、
来
日
外

国
人
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ピ
ッ
キ
ン
グ
用
具
を
使
用

し
た
侵
入
盗
や
暴
力
団
員
等
に
よ
る
自
動
車

盗
な
ど
組
織
的
な
犯
罪
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
不
安
を

感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
警
察
で
は
、

捜
査
・
防
犯
の
両
面
か
ら
の
各
種
対

策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
都
市
化
の
進
展
、
人
の
移

動
の
活
発
化
等
の
社
会
情
勢
の
変
化

に
伴
う
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
希

薄
な
ど
に
よ
り
、
捜
査
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

犯
人
を
検
挙
し
、
事
件
を
解
決
す

る
た
め
に
は
、
犯
罪
捜
査
に
対
す
る
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
従
来
に
も

増
し
て
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
次

の
点
を
ご
参
考
に
し
て
、
犯
罪
捜
査
に
対

す
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

犯
罪捜査にご協力を

無料相談日のご利用を
暴力に関する問題でお困りの方、警察と弁護

士会および暴追センターでは「集中相談日」を

開設し、無料で相談に応じます。

暴力に関することなら何でもご相談をしてく

ださい。秘密は厳守します。

と き 平成14年11月16日
午後１時から午後４時の間

ところ 徳島市寺島本町西１丁目61番地
クレメントプラザビル（ＪＲ徳島駅ビル）
５階特設会場

※詳しくは県警察本部「 088－622－3101 内線4424」
の暴力団対策室へお問い合わせください。

の

逮捕にご協力を!

見落とし・発見遅れに
よる事故

１

特に右方からのバイクや
自転車に要注意!

いつもの道で
出合頭事故

２

通り慣れた交通量の少ない交差点
こそ、安全確認をしっかりと!

漫然追従による
追突事故

３

ひかえめな速度でも油断せず、

前車の動向をしっかり確認!

運転開始後
間もなくの事故

５

運転開始後30分以内の

漫然運転に要注意!

● 75歳以上のドライバーは、

「高齢運転者マーク」を

車の前・後面につけて

運転しましょう。
●他のドライバーは、

そのマークをつけた車の保護に

徹した運転をしましょう。

高
齢
運
転
者
マ
ー
ク

高齢ドライバーの多発事故 右折時の事故４
対向右折車の影から出て来る

車やバイク、横断歩道上の歩
行者や自転車を忘れずに確認!

（土）
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みんなの健康

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

５ 火
健 康 相 談
平 賀 先 生 の お 話

13:30～14:30
14:30～15:10

生名 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

７ 木
骨 粗 鬆 症 予 防 教 室
健 康 相 談

９:30～14:00 星谷 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

12 火 ディケア・たんぽぽの会 13:30～15:30
住 民 福 祉
セ ン タ ー

会 員

14 木 成 人 歯 科 健 診 13:30～15:30 中角 集 会所 一般住民 (予約制)
問 診 票

15 金
離 乳 食 講 習 会
乳 児 健 康 診 査

13:00～13:30
13:40～14:30

農村環境改善
セ ン タ ー

平成14年４月１日～９月
30日までに生まれた子

母子健康手帳

18 月 健 康 相 談 13:30～15:00 石原 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

19 火 母 と 子 の 健 康 教 室 13:00～16:00 勝 浦 会 館 乳幼児とその家族

20 水 妊 婦 教 室 ９:30～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

妊 婦 エ プ ロ ン

28 木
生活習慣病予防教室
健 康 相 談

９:30～14:00 掛谷 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

30 土 母 と 子 の 健 康 教 室 ９:30～14:00 山西 集 会所 乳幼児とその家族

11月の保健行事 〈問い合わせ先 福祉課保健師へ 2-1502〉

基本健診・婦人がん検診をまだ受診していない人へ
平成14年４月から現在までに、総合健診、人間ドック、職場健診等で、基本健診、婦人がん検診を受けて

いない人を対象に、町内医療機関で町からの委託による検診を次のとおり実施しています。まだ、受診して

いない人は期間内に必ず受診しましょう。

健診項目 対 象 健診料 内 容

基
本
健
診

満40歳以上 500円

身体測定、血圧、検尿、心電
図検査、血液検査（コレステ
ロール、中性脂肪、肝機能、
腎機能、貧血、血糖）、診察

検

査

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス

①平成15年３月31日までに、
40歳、45歳、50歳、55歳、
60歳、65歳、70歳を迎える人。

②過去に肝機能異常を指摘さ
れたことがある人。

1,200円

血液中のＣ型肝炎ウィル
ス抗体、Ｂ型肝炎ウィル
ス抗原を検査して、感染
の有無を調べる。

（
頚
部
）

子
宮
が
ん

満30歳以上の女性 1,700円 問診、細胞診

乳
が
ん

満30歳以上の女性 700円 問診、視診、触診

※ただし、満70歳以上の人、生活保護世帯、市町村民税非課税世帯の人は無料です。
医療機関窓口でお申し出ください。
肝炎ウィルス検査は基本健診と合わせて実施するため、基本健診を受診しない人は
肝炎ウィルス検査を受けることができません。

期 間 12月20日 まで実施します

医 療
機関名 検診の種類 曜日 受付時間

湯
浅
医

院

基 本 健 診

肝 炎 ウ ィ ル ス 検 査

月・火
木・金 ９:00～17:00

水 ９:00～15:00

土 ９:00～12:00

山
西
医

院

基 本 健 診
肝 炎 ウ ィ ル ス 検 査 月～土 ９:00～12:00

子 宮 が ん 検 診
月～木 ９:00～17:00

金・土 ９:00～12:00

勝
浦
病
院

基 本 健 診
肝炎ウィルス検査（内科外来） 月～金 14:00～16:00

乳 が ん 検 診
（ 外 科 外 来 ） 木・金 14:00～16:00

実施機関

（金）

(注)
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保 健 だ よ り

こ
の
健
診
は
、
振
動
工
具
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

起
こ
る
病
気
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療
を
目
的
に
行
う
も

の
で
す
。

県
（
健
康
増
進
課
）
で
は
、
次
の
と
お
り
健
診
の
予
定
を

し
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
十
一
月
十
五
日
ま
で
に

役
場
福
祉
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（

二
―
一
五
〇
二
）

健
康
診
断
実
施
予
定
時
期
…
平
成
十
五
年
一
月
か
ら
二
月
の
間

健
康
診
断
実
施
機
関
…
阿
南
保
健
所

対

象

者
…
左
記
に
掲
げ
た
振
動
工
具
を
使
用
す
る
人

そ

の

他
…
林
業
労
働
者
（
林
業
の
み
に
従
事
し
て
い

る
者
）
に
つ
い
て
は
、
林
業
木
材
製
造
業

労
働
災
害
防
止
協
会
徳
島
県
支
部
か
ら
案

内
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
回
の
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。

※
な
お
、
詳
し
く
日
程
等
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
受
診
申
し
込
み

を
さ
れ
た
方
へ
通
知
し
ま
す
。

平
成
十
四
年
度

①
さ
く
岩
機

③
鋲
打
機

⑤
ハ
ン
ド
ハ
ン
マ
ー

⑦
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
レ
ー
カ
ー

⑨
サ
ン
ド
ラ
ン
マ
ー

⑪
ブ
ッ
シ
ュ
ク
リ
ー
ナ
ー

⑬
携
帯
用
木
材
皮
は
ぎ
機

⑮
携
帯
用
研
削
盤

⑰
卓
上
用
研
削
盤

②
チ
ッ
ピ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー

④
コ
ー
キ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー

⑥
ベ
ビ
ー
ハ
ン
マ
ー

⑧
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー

⑩
チ
ェ
ン
ソ
ー

⑫
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー

⑭
携
帯
用
タ
イ
タ
ン
パ
ー

⑯
ス
イ
ン
グ
研
削
盤

⑱
床
上
用
研
削
盤

⑲
①
か
ら
⑱
ま
で
に
掲
げ
る
振
動
工
具
と
類
似
の
振
動
を

身
体
局
所
に
与
え
る
と
認
め
ら
れ
る
工
具

労
働
省
で
は
、
振
動
業
務
の
範
囲
と
し
て
、
次
に
掲
げ

る
振
動
工
具
を
取
り
扱
う
業
務
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

インフルエンザの予防接種の対象者は

65歳以上の方

60歳以上65歳未満で心臓や腎臓、呼吸器に
重い病気のある方など

昨年度は、65歳以上の方には個人通知をしました

が、今年度は通知しませんので、接種を希望される

場合は、あらかじめ実施医療機関に問い合わせ、予

防接種を予約してください。

なお、65歳未満で、接種希望の方は主治医にご相

談ください。

この予防接種は個人予防のために行うもので、義

務は課せられていません。

※接種対象者以外の方については料金が異なるため、直接、
医療機関にお問い合わせください。

平成14年11月１日から
平成14年12月末日まで
※年末については各医療機関にお問い合わせください。

1，000円（自己負担）

勝浦町に住民票があり、現在居住している方が期間内に町

内の実施機関で接種した場合の料金です。他の市町村に居
住されている方はその居住している市町村へ直接お問い合

わせください。（料金は、全額自己負担となります。）
不明な点については役場福祉課保健師（ ２－1502）まで

お問い合わせください。

接 種 対 象 者１

医療機関 曜 日 受 付 時 間

赤岩医院
（ ２－2006）

月曜日～土曜日 午前９時～正午

勝浦病院
（ ２－2555）

月曜日～金曜日 午後１時30分～４時30分

山西医院
（ ２－3027）

月曜日～土曜日
（金・土曜日は午後休診）

午前９時～11時30分
午後３時～５時

（金・土曜日は午前のみ）

接種を希望される方は、あらかじめ電話等で上記医療機
関にお問い合わせください。

接 種 期 間２

接 種 機 関３

料 金４

インフルエンザの予防接種が
高齢者を対象に始まります

（１）（２）（３）（４）

（１）

（２）

(注)
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国保と医療費

医療費の患者負担が
限度額を超えたときは 申請が必要です

世帯主（または世帯員）が
市区町村の国保の窓口へ
申請書を提出してください。
※申請書は市区町村の窓口等にあります。

市区町村の国保の窓口へ申請書を提出
医療費の患者負担が限度額を超えて払戻しを受けるときは、市区町村の国民健康

保険の窓口に申請する必要があります。申請の手続きは、次のとおりです。

市区町村で
払戻しの金額を
計算します。

申請に必要なもの（例）

○国民健康保険被保険者証（保険証）

○預（貯）金通帳など口座番号を確認できるもの（口座振込みの場合）

○印かん

※区分が住民税非課税に該当する方は、所得を証明する書類等を提出していただく場合があります。

くわしくは、お住まいの市区町村の国民健康保険の窓口へお問い合わせください

保険税の納付は必ず期限内に!
私たちの保険税が
国民健康保険を支えています
国民健康保険を運営しているのは、私たちの

住む市区町村。そして、その運営を支えている

のが、私たちの納める保険税です。私たちの国

民健康保険が健全に運営され、いつでも安心し

て診療が受けられるよう、保険税は、きちんと

納めましょう。

１ ２ ３

患者負担限度額を
超えた金額が、
後日払戻されます。
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十
一
月
の
行
事

民
話
を
語
り
継
ぐ
会

十
六
日

午
前
十
時
か
ら

図
書
館
幼
児
室

内
容
は
お
楽
し
み
に

お
は
な
し
会
（
紙
芝
居
）

二
十
四
日

午
後
二
時
か
ら

図
書
館
幼
児
室

内
容
は
お
楽
し
み
に

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

六
日
・
十
三
日
・
二
十
日
・
二
十
七
日

休

館

日

四
日
・
十
一
日
・
十
八
日
・
二
十
五
日

三
十
日

※
図
書
館
が
し
ま
っ
て
い
る
時
の
返
却
本
は
玄

関
横
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

椿
課
長
の
七
日
間

浅
田
次
郎

江
戸
繁
昌
記
～
寺
門
静
軒
無
聊
伝
～

佐
藤
雅
美

砂
の
狩
人

上
・
下

大
沢
在
昌

ハ
ッ
ピ
ー
・
バ
ー
ス
デ
ィ

新
井
素
子

マ
ジ
シ
ャ
ン

松
岡
圭
祐

幻
の
城
～
遠
国
御
用
～

大
久
保
智
弘

女
が
殺
意
を
抱
く
と
き

藤
田
宜
永

夜
明
け
の
コ
ー
ヒ
ー
を
君
と
一
緒
に

森
村
誠
一

覘
き
小
平
次

京
極
夏
彦

い
の
ち
、
生
き
き
る

日
野
原
重
明

瀬
戸
内
寂
聴

い
き
な
り
誰
か
が
襲
っ
て
き
た
ら
？

黒
木
昭
雄

お
墓
と
埋
葬
の
手
帳
（
早
わ
か
り
ガ
イ
ド
）

～
お
墓
に
関
す
る
こ
と
が
す
べ
て
わ
か
る
～

藤
井
正
雄

和
菓
子
～
フ
ル
ー
ツ
と
野
菜
が
ふ
ん
だ
ん
～

金
塚
晴
子

古
裂
の
シ
ャ
ツ
～
着
物
リ
メ
イ
ク
～

ｄ
ａ
ｉ
ｚ
ｕ

ｍ
ｙ

ｍ
ａ
ｄ
ｅ
表
装

赤
岩
保
元

新
着
図
書
紹
介

日 時 11月19日 ～24日 まで

時 間 午前９時30分～午後５時まで

場 所 図書館２階

（視聴覚室・郷土資料室）

町内外の、多数の古美術愛好家に好評

を博した掛軸展示会を今年も開催するこ

とになりました。

ぜひこの機会に

ご鑑賞ください。

掛掛 軸軸 展展 示示 会会

勝美
展 のお知らせ

日 時 11月２日 ～９日 まで

時 間 午前９時30分～午後５時まで

場 所 図書館２階視聴覚室

読書にスポーツに最も快適なシーズ

ンを迎え、様々な催しが趣向を凝らし

て行われています。図書館では町内美

術愛好家による絵画を展示します。

図 書 館
だ よ り（火）

（土）

（日）

（土）

（土）
（日）
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９
月
16
日
～
10
月
15
日

（
敬
称
略
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

大
字
中
角
字
東
山

今
山
匡
邦

（
那
賀
郡
那
賀
川
町

上
田
真
紀

大
字
中
角
字
つ
い
口

森
本
英
樹

（
徳

島

市

伊
澤
美
紀

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

松
本
秀
樹

長
男

大
字
沼
江

）

字
一
楽

真
美
子

一か
ず

輝き

上
野
弘
一
朗

長
女

大
字
坂
本

）

字
旭

裕
子

万ま

尋ひ
ろ

福
野

天

二
男

大
字
星
谷

）

字
大
明
神

恵
理

奏か
な

太た

若
木
隼
人

二
男

大
字
坂
本

）

字
宝
田

初
美

誠ま
こ

人と

出
葉
寛
和

二
女

大
字
生
名

）

字
山
ノ
神

美
耶

比ひ

加か

里り

松
田
仁
志

長
男

大
字
棚
野

）

字
野
神
元

真
由
美

優ゆ
う

汰た

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
沼
江
字
西
谷

早
川
フ
ジ
ノ（
85
歳
）

大
字
生
名
字
北

手
塚
サ
カ
ヱ（
96
歳
）

大
字
三
溪
字
市
ノ
江

岸
野
千
鶴
子（
83
歳
）

大
字
沼
江
字
天
川

鶴
代
重
雉（
94
歳
）

大
字
沼
江
字
天
川

中

小
夜
子（
86
歳
）

大
字
星
谷
字
山
下

岡
田
マ
ツ
ヱ（
66
歳
）

大
字
生
名
字
中
道

田
中
マ
チ
子（
74
歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

９
月
16
日
～
10
月
15
日

手
塚
善
和
さ
ん
（
生
名
）

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

交通事故相談日

日 時 11月25日 午前10時～午後４時
（受付時間 午後３時まで）

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6
08853 -2- 2030

相談員 小 倉 歓 一
お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁１階

088-621-3200

※お気軽にご相談ください。

11月１日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月３日 湯 浅 医 院 ２－２００３

11月５日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月７日 赤 岩 医 院 ２－２００６

11月９日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月11日 上 勝 町 診 療 所 ４－５０１０

11月13日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月15日 山 西 医 院 ２－３０２７

11月17日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月19日 湯 浅 医 院 ２－２００３

11月21日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月23日 赤 岩 医 院 ２－２００６

11月25日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月27日 上 勝 町 診 療 所 ４－５０１０

11月29日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時から翌朝午前９時

休日 午後７時から翌朝午前９時

夜間救急当番表

心配ごと相談
● 日時 11月１日

11月８日
11月15日
11月22日
11月29日

● 時間
午後１時から午後４時30分

● 内容
人権・行政・厚生・福祉

● 場所
住民福祉センター１階

平日でも受付しており
ますので、お気軽にお
問い合わせください。

（ ２－4652）

11 月

11月交流講座ご案内
近隣地域との交流事業として、今月も
各種講座を次のとおり開講いたします。

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
７ 14 21 28

午後７:30から９:30
木 木 木 木

踊 り
５ 12 19

午後２:00から４:00
火 火 火

歌 謡
５ 19 26

午後７:30から９:30
火 火 火

生け花
５ 20

午後７:30から９:30
火 水

大正琴
７ 21 15 木曜日は午後１:00から３:00

金曜日は午後７:00から９:00木 木 金

習 字
１ 15 22 29

午後７:00から９:00
金 金 金 金

◎大正琴は初心者コースもあります。

「
戸
籍
の
窓
」
の
「
お
く
や
み
申
し
ま
す
」

の
欄
で
山
口
薰
さ
ん
の
年
齢
が
93
歳
と
あ

り
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
71
歳
の
誤
り
で

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

広
報
か
つ
う
ら
10
月
号

お
わ
び
と
訂
正

戸籍の

窓

（月）

（火）

（木）

（金）

（土）

（日）

（金）

（水）

（金）

（金）

（金）

（金）

（月）

（月）

（火）

（木）

（金）

（土）

（日）

（水）

（金）




